




























リーが抽出された。詳細については表 1、図 1 を参照。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【考察】 
 看護部長は看取りに対し強い責任感を感じながらも不
十分な体制に対して葛藤を抱えていた。しかし、不十分な
看取り体制の背景には診療報酬の低さや一般科への転院
の難しさが大きな障害となっていた2）。こうした中でもス
タッフは献身的に看取りに向き合い、看護を実践していた。
こうしたスタッフに対して十分に処遇できないことへの
葛藤が大きい。一般科は精神疾患に対する偏見と治療に対
する意思確認ができないことなどから転院を断る状況が
あり、多くの看護部長は看取に際して最後の砦としての責
任感がさらに大きくなり、その結果、スタッフ、他入院患
者への負担に対して申し訳なさから葛藤が大きくなると
言う悪循環をたどっていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【結論】 
 看取りに際して看護部長が抱えている葛藤は、【看取り
に対する責任感】【スタッフへの申し訳なさ】【一般科への
転院の難しさ】【看取りに影響を与える低い診療報酬】【長
期入院から生じる家族とスタッフの思いの違い】【医師の
考えとの相違】【倫理的配慮に対する葛藤】【後回しになる
他患者へのケア】であった。特に看護部長は【看取りに対
する責任】を感じながら整備されない看取り体制に【スタ
ッフへの申し訳なさ】も募らせていることが明らかになっ
た。 
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